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台湾と中国における渡辺淳一文学の翻訳について
一『失楽慰』を中心に－
挑紅
ーはじめに
男女の性愛を赤裸々に描いた『失楽！詔』『愛の流7flj地』などのベストセラーで知
られる直木賞作家の渡辺淳一が死去したというこユースは、日本中のみならず、
2014年5月5Elに台湾と中［盟国内にも伝わった。数万人のネットユーザーがミニ
ブログや SNSアプリを通じ、渡辺の死を悼み、彼の独特な創作を振り返った。渡
辺が絶大な人気を博した理由としては、渡辺文学の頂点とも言われる『失楽園』の
存在が挙げられる。
『失楽i謁』は、 1995年から翌年にかけて『日本経済新聞』に掲載され、 1997年2
月に講談社から単行本として刊行された。上下巻を合わせた年開発行部数は267万
部で、 1997年度の年間ベストセラーランキング・フィクション部門第1位となった。
上下巻共に十三章で構成され、「落日j 「秋天j 「良夜J「短日JI初会」「冬滝j f春陰」
「落花JI小満j 「半夏j 「空蝉J「至福」「終章j が含まれている。作中の大胆で過激
な性的措写などが話題をI乎び、その後流行語大賞を受賞するなど、一大ブームを巻
き起こした。
『失楽鴎』が単行本として日本で出版された翌年の 1998年に、中国と台湾で訳者
が異なる中国語訳『失楽園』が出版された。諸玲訳『失楽園』（台湾台北：麦回出
版社、 1998年l月）と竺家栄訳『失楽園』（中国珠海：珠海出版社、 1998年5月）
である（1）。語玲訳『失楽園Jは、版権を取得した香港の天地図書出版社と北京の
文化芸術出版社によって、 1998年4月に香港と中国国内で同時に刊行された。竺
家栄訳『失楽園』は、出版された当初は過激な性的描写が削除されたが、 2010年4
月には削除された内容が殆ど補完され、全訳版として作家出版社によって発行され
た。渡辺が死去した後、渡辺作品の版権を取った北京聯合出版社は 6月に竺家栄訳
『失楽園』全訳本を記念版として出版した。
本稿は、各訳文の優劣を論じるものではなく、台湾・中国で刊行された f失楽園』
の中密語訳に焦点を合わせて、渡辺文学の翻訳をめぐる諸問題について検討してい
きたい。
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二護玲訳『失楽観』
1998年l月に出版された詩玲訳『失楽lfi』の初版は、上下巻2H号で20万部を売
り上げ、当時のベストセラーとなって、台湾の文壇や出版業にも影響を与えた。
『1998年台湾文学年鑑』に掲載された「日本文学のブームが台湾に巻き起ったj と
いう文章において、諮玲訳『失楽園』の写真が載せられ、次のように語られている。
近年、 日本の流行文化が満ちi盛れている。食べ物やJli飾からレ
コードやアニメまで、ほとんどの人が開いたり見たりしたことがある。日本文
化の計画jl~I守な輸入により、文化の指標としての出版業もそれに伴って台湾に入
ってきた。日本の映画やテレビドラマが台湾に入り、高い視聴率を i二げた後、
これらの映画やドラマの原作はすぐに出版社によって台湾の市場に導入され、
日本書のブームが巻き起こされた。
最初に台湾に入ったのは、日本から広まってきた「失楽園現象J である。（ 1~:i
Il各）台湾の読者は、｜映画やドラマが上映ブームとなる i:j:iで、原作の小説を読ん
だ後に作者による男女の性愛の官能的地写に感心した。そのため、「失楽園現象j
は台湾に広まり変化していった。（後i略）
「失楽図現象j に次いで、台湾の出版社は新たな出版路線を開拓した。 iヨ本
のアイドルドラマや新進女流作家のシリーズに重点を置き、日本の大衆文学を
台湾の読者に薦めようとしている。（中Il各）日本の新進女流作家は、女性の情
欲を強訴する描写によって、主に現在の日本社会の女性心理を表している。例
えば、直木賞を受賞した林真理子の『禁果（原題：不機嫌な果実）』や高樹の
ぶ子の『熱愛（原題：熱）』など。 (:til訳、本稿の 1=j:1国語資料も特に明記しない
限りすべて｜奇様。） (2) 
『台湾文学年鑑』は、 1996年より発行され、その年の台湾文j童の様相を映し出し
たものである。上述の i日本文学のブームが台湾に巻き起った」では、ファッショ
ン・アニメ・映画・ドラマなどの日本の大衆文化が多岐にわたって台湾に浸透して
いる中、「失楽［詔現象」が注目されていることを指摘している。台湾における「失
楽国現象」の流行りの発端となったのは、映画『失楽｜重i』とドラマ『失楽園』の上
映である。森田芳光監督の映画『失楽｜室I~ は 1997 年 5 月 10 日に日本で公！？号された。
ドラマ『失楽潤』はよみうりテレビのfjlj作で 1997年7月7日から 9J=J 22日まで、
日本テレピ系列で全 12回放送され、平均視聴率20%を超えるヒットを記録してい
る。同年『失楽園』の｜映画とドラマが台湾でも l二映され、話題になり、原作に対す
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る関心が高まった。映画iやドラマの上映後に出版された諒玲訳『失楽園』は「失楽
！認現象」を促した。すなわち、小説『失楽関』が映画やドラマといった媒体が混合
された状態で受容されたともいえるだろう。一方、 i宇宙語訳『失楽i蚕！』の出版は、
林真理子や高槻のぶ子のような女性の心理やd情欲を描写する新世代の女性作家の作
品が台湾、に紹介され、 El本大衆文学の出版ブームを巻き起こした要因ともなった。
上述のように、『失楽l主l』の秘訳・ /:lj版は、台湾における日本文学の湖訳・紹介に
重要な役割を果たしたと言っても過言ではないだろう。
『失楽i重l.J は1998l,=jミ4月に香港で天地図書出版社によって出版された。
香港の評論家である陶傑は、諮玲訳 f失楽｜重uについて以下のように述べている。
（詰IJIl初日本の小説家渡辺淳一の長編小説『失楽i蓋uは、今年台湾と香港でベ
ストセラーになった。
これは~11刊の官能小説で‘ある。本書はよ設初から最後まで愛に溺れたこ人の男
女が彼らの配偶者に隠れて不倫をすることを描写しており、大島渚の「官能の
世界」の遺風がある。本のl中には淫狼で露骨なセックス描写がたくさんある。（中
1ち） r宇｜主l語訳『失楽園』の訳者は諒玲といい、名前からみると女性であるに違
いない。この訳文はとても素晴らしい。とりわけ「i°lflt立頂磨」のI.9文字はその
深さを表している。「女棺要害被棉仁j:1Jの「謁」という文字は、千鈎の重みが
ある。訳者の文字を選ぶ工夫は、「紅杏枝頭春意悶」といった、古代から口承
され褒められている「偶Jという文字の選択からも見て取れる。この女性訳者
が翻訳の際にすべての感情を注ぎ込んだので、読者たちには小説の男女主人公
の久木と漂子ではなく、日本の作家渡辺淳一氏と台湾の女性訳者諸玲本人が愛
を営んでいるように感じられた。不思議なことに、『失楽図』が出版されると、
香港や台湾の「評論家」は感服させられ、それを極上な文学作品として尊重し、
意外にも陰口を聞いたり、f民家Lを口実に批難したりした道学者が一人もいない。
情にもろく道徳に厳しい中 I~の読者は、どのように「地位頭磨J のような赤裸々
な拙写を受け入れたのだろうか。『失楽園』が広く高く評価されたのは、もと
より作者の渡辺淳一氏が大学医学部の講師という学術的地位を有しているから
である。学術成果を有する作家に対して、 i宇宙の読者は格別の敬意を表したの
である。（3)
i淘｛築は、『失楽園』には不倫をした男女の「淫狼で露骨なセックス描写」が数多
く拙かれているものの、渡辺の「大学医学部の講師という学術的地位」のために、
かえって「極上な文学作品」として読者の愛読や評論家の好評を博したことを指摘
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している。一方、陶傑が言及している「紅杏枝頭春意間j とは、『新1吾書』の編集
者として知られ、北宋の文学家でもある宋祁（998～1061）が書いた「玉楼春j の
名句である。「間j という文字は、「にぎやかで、繁雑である」という意味で、咲き
乱れるあんずの花を描写し、満ち溢れる春の息吹や詩人の喜び、が紙面に躍如として
いる。陶傑は、 f古代から口承され褒められているj詩文を引用し、 fすべての感情
を注ぎ入れてJ文字を選ぶ工夫を払った『失楽盟』中国語訳文を高く評価している。
『失楽園』の訳文が「とても素晴らしい」と好評を博した訳者の諒玲は、『紫丁香
冷的街道（原題：リラ冷えの街）』（麦田出版社、 1998）、『化政（原題：化粧）』（麦
田出版社、 1999）など渡辺の作品を訳出している。この訳者の詳細については、従
来明らかにされていない。以下のように、ブログ ru者天詳楽i重IJに掲載されている
「異なる楽麗へ出発した渡辺淳一（原題：向男一個築掴出接的渡遺淳一）Jという文
章は注自に値する。
これ（筆者註：『失楽園』）が生死や愛欲を描写する小説であるが故に、私は
翻訳の際にとりわけ深い注意を払った。濡れ場は露骨に訳してはいけないし、
控えめで暖味に訳してもいけなかった。結局、自分の心理的な障壁を乗り越え
られずに、ペンネームで発表することにした。それにもかかわらず、多くの人
はそれが私の訳本であることを知っており、中年・熟年の男性読者が急増した。
その中に、香港で簡体字版の『失楽園』を見つけた人が、繁体字版のものと比
較しようと興奮して買って帰り、記念にと私に贈ってくれた。この本のおかげ
で、私は誘われていくつかの読書会に参加した。また、監獄から送られてきた
一通の男性読者の手紙（差出の住所が経しかったため、調べてから分かった）
を受け取った。それは、今までで最も感動した読書感想文であった。（4)
この文章は、台湾で渡辺の死去が報じられた 2014年5Jg 5日の翌日に発表され
たものである。ブログ「晴天諜楽園Jの持ち主は翻訳家の陳宝蓮である。彼女は、
台湾の輔仁大学日文系を卒業し、文化大学日本研究所で修士号を取得した。東呉大
学日文系の講師を経て、『中国時報』の編集翻訳者を務めたが、現在翻訳家として
活躍している。彼女は豊富な翻訳経験を持ち、主な訳書には、渡辺淳 A 『男と女J『マ
イセンチメンタルジャーニイ』のほかに、林芙美子『放浪記』、「宮部みゆき作品集
3』、吉本ばなな『だれもの人生の中でとても大切な 1年』、島田洋七『佐賀のがば
いばあちゃんJ、沢木耕太郎『深夜特急ι会田雄次『日本の風土と文イヒ』などがあ
る。
陳宝蓮は、自らブログで渡辺の死去に弔意を表しながら、『失楽園』を訳出した
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ものの、ペンネームで発表したことに言及している。 1998年に台湾や香港で発売
された中国語訳 f失楽園』は、麦回出版社の語玲訳と文化芸術出版社の竺家栄訳の
みである。 1998年から現在まで異なる出版社によって刊行された中盟諸訳『失楽園』
があるものの、詳玲や竺家栄以外の訳者による訳本が見当たらない。 2015年7月
に筆者が陳宝蓮本人に確認したところ、彼女は自ら訳した『失楽i認』が麦回出版社
によって出版されたものだと認めた。つまり、陳宝蓮が「諒玲Jというペンネーム
を｛吏って中国語訳『失楽園』を麦回出版社によって出版したのである。ブログでも
言及したように、プロの翻訳者であるものの、あえてペンネームで発表した理由は、
原作に多く含まれている露骨な性的描写にある。
また、［）東宝蓮がブログで言及しているように、諮玲訳『失楽i塑』の簡体字版は香
港でも売られていた。ここで問題になるのは、なぜ読者が詩玲訳『失楽園』の繁体
字版と簡体字版の異向に興味を持つのかということである。前述したように、香港
の天地図書出版社と北京の文化芸術出版社は、 1998年4月に香港と中国国内で認
玲訳『失楽間』を同時発売した。香港は 1997年にイギリスから中国に返還され、
香港特別行政区になったが、中国国内と異なって、台湾と同じように繁体字を使用
している。それ故に、天地図書出版社から出版された諮玲訳『失楽園』は繁体字版
となっており、文化芸術出版社から刊行された簡体字版の諮玲訳『失楽園』は、主
に間体字を使う中国国内の読者を対象とする。以下では繁体字版と簡体字j坂の違い
を見ていきたい。
台湾と香港で出版された繁体字版の謂玲訳『失楽園』（図 1・図 2）は上下二冊と
なっているが、中国国内で発売された簡体字版（図3）は一冊となっており、初版
で三万Hit発行された。興味深いのは、香港で出版された『失楽園』の表紙には「全
詳版j と掲載されている点である。つまり、中国国内で刊行された簡体字版の諒玲
図1：繁体字版の謹玲訳 f失図2：繁体字版の謹玲訳 f失図3：簡体字版の譲玲訳
楽園J（台湾：麦回出版社、楽園J（香港 天地図書出 f失楽園J（北京：文化芸
1998年2月） 版社、 1998年4月） 術出版社、 1998年4月）
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訳『失楽園』が全訳ではなく、抄訳であることが示唆されていると忠われる。実際、
文化芸術出版社は、作者の渡辺lご相談したうえ、原作の三万字ほどサIJ工Jや f必
要な文学的処理J(5）を行ったと主張している。「加工Jとは、原作で捕かれた過激
な性的描写に対して削除や伏せ字の 「...Jといった処理のことである。 一方、「必
要な文学的処理」とは、性に関わる表現の箇所に姉由化、街Il各化の翻訳方Il告を用い
たことである。最も多く見られたのは、繁｛本字版で「'I'~：＜愛」いう言葉を月3 いた箇所
が、簡体字版で「情愛Jと書き直され、性的関係に基づいた愛情を情意のある恋愛
や愛情に変化させる処理である。そのほかに行われた「必要な文学的処理Jについ
ては、いくつかの代表例を以下に挙げていく。括－弧の中は筆者による直訳である。
例1 原作：たしかにその瞬間、 j菓子は円く可愛いお皆を振って、狂ったように行
き果てた。（6)
繁体字版訳：男13-1瞬間凍子湾園可愛的脅部確寅狂搭劇揺地到達高潮。（7)
（その一瞬、康子は狂ったように円く可愛いお瞥を振って激しくオー
ガズムに達した。）
簡体字版訳：那一瞬間凍子的表情碗安是既貞静，又狂熱，混合成一手1j独特j丸情。（8)
（その一瞬、漂子の表情は奥ゆかしくもあり、狂ったようでもあり、
一種独特な色気を混じり合わせた。）
例2 原作：逆らいはしたが、濠子は結局、思いきりお慢を突き出し、久木はそれ
をさまざまな言葉で愛でて糊り、そして最後に結ぼれる。（9)
繁体字版訳： i葉子難然抗拒，但終先輩情趨起磐部，久木用各種吉詞挑逗j百一翠挺
進。（10)
（漂子は抵抗したが、結局思いきりお憶をあげて、久木はさまざまな
言葉で戯れてから一気に康子の中に入った。）
簡体字版訳： i菓子虫然抗拒，但抵不住久木用各科吉河挑逗。（11)
（潔子は抵抗したが、久木のさまざまな言葉の戯れに耐えられなかっ
た。）
例3 原作：そのまま、久木がj菓子の乳首を奔び、康子の手が久木のものに軽く触
れている。（12)
繁体字版訳：久木採弄凍子的乳頭，凍子軽撫久木的下髄。 (13)
（久木はj菓子の乳首を撫で遊び、 j菓子は久木の下半身を!Iをく撫でてい
る。）
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f自体宇版訳：久木和諜子相互経抗。（14)
（久木と潔子は互いに軽く撫で、合っている。）
以上の代表私立jで示している通り、台湾で出版された繁体字版の諮玲訳『失楽園』
は原作に忠実な逐語訳であるが、極めて明快でわかりやすい文章である。一方、文
化芸術出版社で刊行された間体字版の詩玲訳『失楽園』は、繁体字！坂で訳出された
性器や性行為に関する箇所に意図的に削除・椀l血化・簡略化など処理をすることで、
原作の露骨な性的イメージを緩和している。なぜ、j出版社はわざわざそのような処理
を行う必要があったのか。その要因としては、以下で論じる竺家栄訳『失楽密』の
初訳と！司じように、ヰ11~1国内の文化・政治情勢が挙げられる。
三竺家栄訳『失楽園』
i中国において、渡辺は大江健三郎と村上春樹とともに「現代日本文学の三大家」
と言われ、現代社会における人々の生き方・死の意味・性愛に関心を寄せて追究し
た作家として高く評価されている（15）。初めて中国に翻訳・紹介された渡辺の作品は、
『光と影』である。棟喜｛需訳『光和影』は 1984年第2期『日本文学』に紹介され、
1986年に沈！湯春風文芸出版社によって出版された。その後、 1986年から 1993年
にかけて翻訳作品数は 17点に上るが、 1994年から 1997年まで一冊も翻訳されて
いなかった。渡辺の作i誌が大いに注目を浴びるようになったのは 1998年からであ
る。
1997年7月に刊行された雑誌『博覧群書』には、「現代日本の婚外恋小説および
その社会背景（原題：現代日本的婚外恋小現及其社会背景）Jという文章が掲載され、
『失楽園』はfi}jl美里『家族シネマ』や林真理子『不機嫌な果実』とともに f婚外恋
小説jとして紹介されている。そして同年 12月の『諜林』の「世
界文j宣の動態」には、 rw失楽園』が日本のベストセラーになっ
たj と題した文章が掲載され、『失楽l認』の粗筋が紹介されて
いる。 1998年5月に珠海出版社によって竺家栄訳『失楽園』（図
4）は出版された。
訳者の竺家栄は北京の国際関係学院で日本文学や文学翻訳の
授業を担当する大学教員で、研究分野は近現代日本文学である。
1998 年『失楽l~U の翻訳をきっかけに、谷崎潜一郎、 Jll端康成、 図4：竺家栄訳f失
三島由紀夫や大江健三郎などの作品を含め、現在に至るまで 楽園j（珠海出版
30冊余りを翻訳している。 社、 1998年4月）
-75-
1998年4月に北京の文化芸術出版社から言軍玲訳『失楽i語』の簡体字j坂も出版さ
れたが、それは台湾で刊行された繁体字版を祉大1高に削除・改作したものである。そ
れ故に、ーか月遅れて刊行された竺家栄~ F失楽！謂』が中国国内で初の間体字版と
なる。竺家栄は、翻訳経緯について次のように振り返って述べている。
1998年偶然にも、珠海出版社から頼まれて 『失楽園』を糊訳する機会を得た。
内容を読んでみると、性的描写が意外 Lこ多いと感じた。知っている限りでは、
日本文学の中においてもこれほど性愛f苗写が多いものはない。
当時、私は渡辺淳一の初期の医学小言党を日本語で読んだ、ことはあったが、日
本でよく売れた『ひとひらの雪』などの情愛小説は読んだ、ことがなく、この作
家についてはまったく知らなかった。そ？のため、私にとってこれが長編小説を
翻訳するにはまたとないチャンスであったにも関わらず、あれこれ心配してし
まった。編集者は、「審査に通らなけ才1ばならないので、出版社のほうも訳者
に『u愛味な表現』で鮪訳するよう求めるJと繰り返して説明してくれた。私は
覚悟を決め、しぶしぶ翻訳を引き受けた。決定を下した時の苦しさは、今でも
記憶に新しい。出版社の心配のほかに、 訳者としてある程度の「心の負担」を
克服しなければならなかったからである。
前世紀の 80年代の改革開放、 90年イベミの通信ネットワークの発達、および家
庭意識の希薄化にも関わらず、『失楽｜蓋］』のような性的描写を多く含める作品
を導入することは、出版社にとって危i換を冒すことである。この作品が門前払
いされないために、出版社は訳者に過湯女な描写を適当に削除するようと求めざ
るを得なかった。『失楽園』の翻訳は、 当時、外国文学を訳すことが厄介であ
った状況を十分に表している。 (16)
ここで、前節で述べた台湾の訳者の陳宝芸室の 「心理的障壁Jと同じように、竺家
栄は『失楽園』を翻訳した際に「心の負担」 を抱えた。陳宝蓮が抱えた「心理的障
壁Jとは、原作の性的描写を 「露骨に訳してはいけないし、控えめでI愛昧に訳して
もいけなかった」という問題である。一方、 竺家栄は訳し方のほかに中国社会の文
化・政治情勢も考慮に入れた。中富では性Lこ関する話題は一種の文化的な禁忌であ
り、政治的な禁忌である。それ故に、出版宇土から『失楽園』の翻訳を依頼された際
に、竺家栄は「私は大学教師であり、生徒宅コ同僚もいる。もしこのようなものを翻
訳したとなれば、今後どう人様に接すればしミいというのか。自分の名声がとても心
配だ、ったJ(17）と不安を抱え、遠まわしに能斤った。
一方、竺家栄も言及しているように、出月反社にとっても大胆な性描写の含まれる
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『失楽園』を導入することは、「危険を冒すことである」。中国の出版社は、共産党
の fr:ji央宣伝部」、政府：の 1主i家新聞出版広電総局（国家新聞出版ラジオ映画テレ
ビ総局）Jによって管理されている。 1997年2月から 2002年2月にかけて実行さ
れた「出版管理条例Jの第二十五条には、出版禁止の内容が8項目あり、「わいせつ、
迷信をi列店、し、暴力を宣伝し、社会良俗または民族の優秀な文化伝統に危害を及ぼ
すJものが含まれている。わいせつ出版物に関しては、 1988年 12月から実行され
ている「わいせつおよび色情出版物認定に関する暫定規定」の第二条で、「わいせ
つ行為を吹聴しj、「人々の性欲を煽動し、一般の人に腐敗堕落させ、芸術価値また
は科学価値のない出版物を指す」と定義され、性行為をみだらで具体的に描写する
出版物など 7項目が挙げられている。一方、第四条では、わいせつな内容が含まれ
ながらも芸術価値のある文芸作品、人体美を体現する美術作品、解剖・出産など性
に関わる自然科学知識はわいせつ出版物ではないと規定している。この類の作品の
出版は新開出版署の鑑定、許可が必要となり、違法な出版社は直接責任を問われる。
厳しい出版審査を通るために、珠海出版社は竺家栄に「過激な描写を適当に削除
するよう」求めた。そのため、「しぶしぶ翻訳を引き受けたJ竺家栄は『失楽園』
に書かれた性に関する描写を r1唆昧な表現j で訳出し、「どうしても翻訳するのが
恥ずかしい」ような「細やかなJ苗写Jを大幅に削除した。それに対して、竺家栄は、
「話の筋自体を傷つけてこそいなかったが、多くの部分を削除したことは、渡辺文
学の本質と『失楽園』の主題の豊かさに大きな傷を残した」（18）と述べた。前述し
たように、語玲訳『失楽園』は中国に導入される前に、出版社によって削除 ・娩由
化・簡略化などの処理が行われた。このように、中国i室内に流通した簡体字版の諮
玲訳『失楽閤』と竺家栄訳『失楽園』は、出版のためにいずれも原作の性的描写を
最小限に抑えざるをえなかった。
中国語訳『失楽園』は出版された後、中国国内の読者の中で過熱する人気を博し
た。そのため、文化芸術出版社は、翌年「渡辺淳一作品シリーズ」を出版し、この
シリーズに柄坤・鄭成訳『男人誌京商（原題：男というものは、芳子訳『泡与沫（原
題：幻党）』、高耳Ht·郁貞訳『一片雪（原題：ひとひらの雪）~、）司金強・王啓元訳『夜
潜歩（原題：夜に忍び込むものは、方開訳『アヲイ可不分手（原題：別れぬ理由）』、量
弓訳『愛如是（原題：愛のごとく）』、了留旗・秦脅lj訳『雁来紅（原題：くれなゐ）』
が含まれている。このシリーズの中で、『くれなゐ』が女主人公の同性愛や部下と
の愛などを描いた作品であり、そのほかの六作は不倫を主題とした小説である。中
国語訳『失楽｜室i』と同じように、このシリーズは人気が高まり、注目されていた。
従来下位Jや f不倫j に厳しい中国国内において、「西洋の腐り果てた性自由観念
と生活方式を赤裸々に宣伝しているJ(19）と批判した声があったものの、道徳の立
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場から渡辺文学を批判した人は少なった。『失楽園』を含めた渡辺作品が中留で話
題となった理由は、 1990年代からひそかに変化しつつある人々の性道徳に関する
観念にあると忠われる。
中国では、『金瓶梅』や『肉蒲団』など露骨に性愛を書いた古典作品や、男女の
性行為を描いた春宮図といった美術作品や、房中術を論じた医学著書が数多くあっ
たものの、伝統の儒教倫理道徳や礼儀が強調された時代においては、性を語るのが
禁忌となっていた。 1920年代の五四新文化運動の最i中に、貞操 ・性愛 ・道徳をめ
ぐる論争は、はや くも自 1:!3恋愛の思潮となって全国の ［~1~ 々まで広がり、有1~達夫 (1896
～1945）の小説集『沈論』（1921）のように、性的変態心理！が拙かれた作品も多数
刊行された。しかし、 1980年代以前まで性は淫らさと結び付けられ、タブー視さ
れてしまい、性に関わる文学作品や映画は低俗趣味として禁止され、性愛に関わる
古代の書物も出版が禁止されるようになった。
1980年代から経済改革開放政策が実施され、中国は飛躍的な経済発展を遂げた。
海外との経済的・文化的交流が盛んになるにつれて、西洋の性解放 ・性革命の潮流
も中国に押し寄せ、 l中沼人の性意識に大きな変化をもたらし、婚姻関係以外の性行
為に対する散論の態度は変化しつつある。 1980年代初期］に不倫関係者は「陳世
美」（20）や「第三者」と呼ばれ、周囲から軽蔑され、職場から饗告や処罰をされる
こともあったが、 80年代仁1期で不倫のことは「婚外恋J（婚外の情事）とI手ばれ、
軽蔑のイメージが薄くなった。 90年代以降になると、「情人j （愛人）という言葉や、
「家里紅旗不倒、家外彩旗瓢瓢J（家では妻が倒れない赤旗、外では愛人が万国旗）J 
という俗語が流行ってきた。中国における性科学の第一人者であり、上海性社会学
研究センターの主任である劉達臨は、 1989年2月から 1990年4月にかけて全患 2
7] 7千人の「性文明」調査を行った。この調査で、既婚者に「婚外恋j の是非を問
いかけた質問に、都市部では 54%、農村部では44%、半数に近い被調査者は肯定
的態度を示した（21）。この調査のデータからは、不倫に対する中国人の態度が寛容
なものへと変化しはじめたことが読み取れる。
1990年代以降、中国当局が検｜誌を強化しているとはいえ、インターネットの普
及にともなって性愛についての情報や思想が幅広く伝達するようになり、 出版物だ
けでなく、ネット上で自らの不倫や奔放な性体験を語るネット小説も多く現れてき
た。この｜時期、男性作家の寅平山の『）充都』（1993）や莫言『豊乳!l巴瞥』 (1995）の
ほかに、 ドイツ人男性との不倫・奔放な性愛やドラッグを措いた衛慧の『上海ベイ
ビ－ ~ (1999）や、 ロック・ミュージシャンとの出会いとセックス、 ドラッグ、そ
して売春を描いた棉棉の『キャンディ』（2000）や、セックスを趣味とし、ネット
上で自らの性jJI!l）援を公開し出版した木子美の『遺情の書』（2003）は大いに注目さ
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れた。彼女たちの作品は発禁となったものの、自らの身体を
憤ることなく売り物にして小説化する「新人類」作家の登場は、
中国の現代文壇に大きな衝撃をもたらしたとされている（22）。
このような社会背景の中で、2010年4月に竺家栄訳『失楽園J
の全訳本 (l~I 5）は作家出版社によって出版された。作家出版
社は2008年に十部の渡辺作品の版権を取り、「向性関係読本J
r r互療普及手 1長J「名作小説収集Jなど三つのシリーズにわけ
て出版した。そのI十lで、『失楽園』と『男というもの』を除い 図5
た八部の作品！Iは、 i:j1国で刊行されたことがない渡辺の新作で 楽園J
：作家出！t反社、ある。渡辺は自ら作家出版社に寄せた手紙の中で、「これらの
2010年4月）作品を通して、日本の日常生活や日本人について、より深く
理解していただき、今後の日中の文学交流、そして文化交流におおいに役立つj
(23）という期待を表明している。
全訳本は、初訳で簡略化、削除された三万字の箇r~r を殆ど補完した。出版社は「小
説は美しい文字で関連する細部を表現しており、少しも低俗な感じがしないJ(24) 
と称賛している。竺家栄は『失楽園』の訳後記で「今のような寛容的で理性的な中
国社会であるからこそ、『失楽園』全訳版の出版が実現できた」（25）と述べ、 1:j:1匡iの
社会情勢の変化が翻訳者に与えた影響を認めている。
原作に詳細に拙かれた性に関わる箇所では、性と愛に対する渡辺の考え方が多く
述べられている。どのようにこのような部分をうまく訳すのかは、渡辺文学を理解
するには重要な意味を持っている。そのために、竺家栄は全訳本で「信（忠実）・
（意味の伝達）・ ~ft （表現の美化）」の基準によって言葉の選定に非常に注意を払
った。同じ意味でもなるべく異なる言葉で訳し、 Im字熟語や対句表現や排比句（しk
くつかの構造の似た語句を並列に並べて、関係する意味を畳みかけるように話して
いくという修辞手法）を活用し、ロマンチックなれ情愛文学Jとしての『失楽園』
の特徴を再現している。例えば、
例4原作：それにしても、逢う度に深く豊かに変貌していく女の躯とはなになのか。
初めのうちこそ、その多彩な豊能さに感動し、ときに呆然としていたが、
いまはそれを越えて、むしろその激しさが不安で不気味でさえあ
る。（26)
：毎次棉禁日す都変盆互主量的女体実在令人亙昼茎盤。在最初的i扮段男人尚能
感功、慌l攻其血血室盗，然市現在己超越了j去十界fl良，女人那旺盛的情欲
箆ム歪玄L一三とどと塁。（27)
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（逢うたびに、変化が窮まりない女の体は何度考えても理解ーできな
い。最初の頃、男はその変化に富んで多彩な美しさに感動し驚嘆
していたが、いまはこの限界を越えて、 女の旺盛な情欲が不安で
恐ろしい。）
ここでは、竺家栄は「変化万端J「拘岡多姿Jといった凹字熟語を使って、 j菓子
の体で起こった変化の激しさを訳出している。さらに、rm字熟語の「百思莫解Jと
排比匂 「使人不安，令人生畏」 と訳されたところは、 j菓子との不倫に対する久木の
困惑や葛藤が伝わっている。
特筆すべきなのは、正確でかつ堪能な翻訳を施しただけでなく、日本文学 ・文化
に関する詳しい注釈を付けていることである。その代表的な例を紹介してみよう。
「至福j の章で、漂子と死の約束を交わした後に、死の不安が消え、死への渇望が徐々
に高まってきた久木は、近松や西鶴が生きていた江戸時代の心中や情死について想
起した。竺家栄訳『失楽園』の全訳本で、近松や西鶴について次のような注釈が書
かれている。
近松門左衛門：（1653～1724）日本江戸時代の浄瑠璃や歌舞伎の劇作家であ
る。生涯にわたって浄溜璃の台本を 110作以上、歌舞伎の台本を28作創作した。
代表作は 『出家景清』や『曽根｜崎心中』などある。
井原西鶴：（1642～1693）日本江戸時代の小説家、俳諮問iである。代表作に
は、俳話著作の『西鶴大矢数』や『五百韻』があり、恋愛小説の『好色一代男』
や『好色一代女』がある。（28)
竺家栄は、翻訳の後記「愛と性に対する執着と探索Jで、近世の井原西鶴の小説
や、近松門左衛門の浄瑠璃 ・歌舞伎劇本などの「好色物j f心中物Jを男女の恋愛
を謡う日本の古典作品の最高峰と捉え、『失楽園』が井原西鶴や近松門左衛門の心
中を題材とした作品と一脈通じる点があると指摘している（29）。『失楽園』の中で言
及された井原西鶴と近松門左衛門に対して、組1かい注釈をつけたことは、渡辺作品
に表れている「愛Jと「性」の主題に対する理解を深めるだけではなく、日本文学・
文化に対する理解を促進するために重要な役割を果たしていると思われる。 このよ
うに、細心の注意を払って訳したうえでなお翻訳に入りきれない部分を、紙i揺を寄り
いてあますところなく読者に説明 ・紹介しようとしている日本文学 ・文化の研究者
の竺家栄の姿は、『失楽園』の全訳本でうかがえる。
2014年5月5日に渡辺が死去した悲報を受けて、仁ド国では再び渡辺文学のブー
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ムが巻き起こった。『新京報』が発表した2014年5月9日～ 15日小説ベストセラー・
ランキングでは、竺家栄訳『失楽i歪u全訳本の売上が第七位になった。第一位から
第六位までの11::,Jij!J には、 二名の 1:j:i ＼~l人作家の小説や、ガブリエル・ガルシア＝マル
ケスの『百年の孤独』（第一位）と『コレラのl時代の愛』（第六イ立）、力一レド・ホ
ッセイニの 『カイト・ラ ンナー』（第二位）およびマイケル・ドブズの『ハウス・
オブ・カード』（第四位）が含まれる。このランキングの統計結果は、竺家栄訳『失
よ！長｜蚕i』全訳本の人気を物語っている。
四まとめ
性と愛、生と死を主題とし、渡辺文学の代表作といわれる『失楽｜翠l』は、 1998
年に中国と台湾で翻訳 ・出版されて以来、大きな反響をI乎び、 ベストセラーになっ
た。渡辺の作品が絶大な人気を博した理由について、文学研究者で北京大学教授の
張服武氏は、「渡辺さんが描く感情は複雑かつ繊細で、日本文化の特色があり、世
界共通の内容も含まれている」（30）と述べている。
向じ中国諮問の台湾と仁1=i盟国内では、それぞれの翻訳・出版事情も異なっている。
台湾では 1987年に戒厳令が解除され、言論・出版が比較的に自由になった。 1990
年代の台湾における日本の大衆文化の浸透につれて、『失楽園』は台湾に翻訳 ・出
版された。諦玲訳 『失楽関』は原作に描かれた大胆で－過激な性的ta~写をノーカ ッ ト
で訳出することができたが、訳者はその訳し方に悩んだ末に、自らペンネームで刊
行することを決めた。一方、誇玲訳『失楽i調』が繁体字から筒体字に重訳され、 中
国国内に導入された際には、厳しい出版規制の中で出版社によって性に関わる箇所
は削除・椀曲化・簡Il各化などの処理を意図的に施されていた。
l司じ翻訳方Il各を用いた処理は同時期に出版された竺家栄訳『失楽園』の初訳にも
見られる。竺家栄訳『失楽園』の初訳では、性愛描写が大幅に削除され、「i援昧な
表現」で訳出されたのは、出版社からの依頼だけでなく、当時の社会状況や伝統的
な倫理道徳観による訳者の自主規制に起因するものでもあった。
本稿で論じたように、中国と台湾における『失楽園』の翻訳過程では、社会的 ・
経済的・文化的状況からの影響が非常に顕著であり、それぞれの訳者の創意工夫の
跡もうかがえる。 2010年出版された全訳本で、竺家栄は様々な工夫を凝らし、初
訳で大幅に削除された性愛J苗写を訳出し、原作に近い雰囲気を醸し出している。ま
た、 j京作に触れられた日本文学・文化に関する細かい注釈や研究者による「訳後記J
が掲載されていることから、全訳本は中国の読者に渡辺文学を理解するに欠かせな
い重要な視点を提供しているともいえよう。
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中国と台湾における『失楽園』を含めた渡辺文学の翻訳は、渡辺文学の多様性と
柔軟性を反映している。社会状況や訳者の感受性によってそれぞれの訳文には差異
があるものの、これほど多くの中国語閣の読者に愛読されてきた渡辺文学が、知ら
ず知らずのうちに中国語圏の現代文学に影響を与えていることは否めない。中国語
圏における渡辺文学の変容、特に不倫を題材とした新世代の女性作家の作品に与え
た影響ついては、今後の課題にして考察していきたい。
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